
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 個人内めあての設定及び振り返り活動の充実 

【振り返り活動の考え方】 
自分をより深く見つめ直すために，振り返り

の時間を設定している。具体的には，「個人内

めあて」について，資料を通して，より高次な

道徳的価値を自分のこととしてとらえ，大切に

したい考えを基にワークシートに自分の言葉

で書かせるようにしている。 

【振り返り活動における教師の具体的な関わり】 
① 書けていなくても，一生懸命考えていることを認める。 
② 「手引き」（振り返りの基本形）を作成し，副読本や道徳ファ

イルに添付させ，児童がいつでも確認できるようにしている。

③ 机間指導で，個別に中心発問の意味を再度確認する。 

④ 道徳アンケートを参考にさせる。

【めあての考え方】
問題を自分のこととして

とらえさせるために，一人
一人に「個人内めあて」を
立てさせている。その際，
「道徳アンケート」を活用
し，事前に問題意識を高め
ておくことが大切である。

また，個人内めあてを基
にして，価値への方向付け
を図るために，話合いの方
向性として「全体のめあて」
も設定している。 

資料を工夫して提示し，道徳的価値の自覚を深める工夫

資料を読むときに物語の登場人物をペープサート
にして，実際に動かしながら読み聞かせることで，
登場人物の心情をより深く考えることができる。 

１ ペープサートを活用して引き込む 

実践例：かぶと虫のペープサート

を使い，一所懸命飛ぼうとしてい

るかぶと虫に言葉をかけさせる。 

さらに，心情を考える際には，
児童にペープサートを使って動作
化させ，より一層深まった気持ち
を考えさせることもできる。 

資料を読む際に，心情を考えさせたい場面ごとに分けて

読み聞かせ，その都度登場人物の気持ちを考えさせる。 

① その場面での状況，様子が児童の記憶に残りやすい。 

② その時の登場人物の気持ちをリアルタイムで考えるこ

とができる。 

③ 展開前段における時間を効率よく使うこともできる。 

２ 資料を場面ごとに分けて，その時の心情をリア
ルタイムで考えさせる 

★ 道徳の時間に用いる資料を工夫して読み聞

かせることで，児童が楽しく学習でき，道徳的

価値の自覚を深めることにつながります。 



 

 学校行事と関連を図った道徳の時間の在り方 

 

★ 学級の一員としての自覚をも

ち，目標達成に向けて全力で取

り組む姿勢を身に付ける。 

 
授業①ＤＶＤ資料「拝啓十五の君へ 若松

島編～歌と歩んだ島の子どもたち」活用 

授業②ＤＶＤ資料「心をかさねたハーモニー

ＮＨＫ全国学校コンクールハイライト」活用

個人・学級目標を設定して，

やる気と一体感を高める。 

発問「みんなとどういうところが似ている？」

○「全体的に頑張ろうという雰囲気がある。」 

○「リーダーがまとめようとしている。」 

○「目標は明確だが，気持ちが一つになっていない・・・。」

発問「今の自分たちと比べてどうだろう？」

○「口をもっと大きくあけよう。」 

○「笑顔で歌おう！」 

○「顔の表情をよくしていこう。」 

学級通信等で生徒の取組の

様子や日記などを紹介する。 

行事後，感想を記入さ 

せ，教室に掲示したり発表させたりする。

実践Ⅲ 道徳の時間における補助資料等の活用の工夫 

① 道徳アンケートの
全体結果を提示し，
問題意識を高める。

③ 人間の生き方への考えを深めるため
に，新聞記事を通して自分たちの生活か
ら視点を広げる。 

⑤ 学級通信で道徳の時間の紹介
をし，家庭との連携を深める。 

 

 

○ 続けることで習慣となり，

どんな所でも他の人のこと

を考えることができる。 

○ 自分の周りの環境をよい

方向にもっていける。 

○ 継続することで，あきらめ

ず長く続けられる。 

② 自分たちの生活場面における関
連写真を通して自覚化を図る。 
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④ 道徳的実践を
支える知識・理
解を深める。 


